
令和３年８月１８日

株式会社 中国銀行

地域密着型クラウドファンディング「晴れ！フレ！岡山」プロジェクト 公開について

～ 魅力的なまち「倉敷」へ！繊維文化を子どもたちへ承継する取組みへ支援 ～

当行では、株式会社山陽新聞社（岡山市北区柳町二丁目１番１号 代表取締役 松田 正己）と

ＲＥＡＤＹＦＯＲ株式会社（東京都千代田区一番町８ 住友不動産一番町ビル７階 代表取締役

ＣＥＯ 米良 はるか）が運営する地域密着型クラウドファンディングサービス「晴れ！フレ！岡

山」で、楠戸 俊宜氏が取組む「倉敷の街に綿花畑を復活させたい。」への募集を開始しましたの

でお知らせします。休耕田の有効利用を広げ、倉敷市の縫製文化を復活させ、この取組みを全国

に発信することで、より多くの方に魅力的なまち「倉敷」へ訪れていただけるよう、プロジェク

トへのご支援をよろしくお願いいたします。

当行では、今後も地域の魅力ある資源や取組みを全国に広くＰＲする機会を通じて、地域と連

携した地方創生の取組みを一層進めてまいります。

【プロジェクトの概要】

実 行 先 名 楠戸 俊宜（くすど としのり）

プロジェクト名 倉敷の街に綿花畑を復活させたい。

内 容
１００％倉敷産の綿花を使用した衣服を製造し、繊維のまち「倉敷」の綿

花・繊維文化を後世に残すための費用などを募るプロジェクト

募 集 期 間 令和３年８月１８日（水）～ 令和３年９月３０日（木）（４４日間）

目 標 金 額 １，２００，０００円

支 援 者 へ の

主 な 返 礼 品

綿つみ体験や、倉敷で栽培した綿花を１００％使用した衣服などを返礼

◯支援金額 ３，０００円

・綿つみ体験

◯支援金額 １０，０００円

・産着 １着

◯支援金額 １５，０００円

・ベスト １着

今後の取組み
今後は綿花のみならず、綿の種から絞った綿実油を使用したマヨネーズ、

綿の木を使用した手すき和紙の生産を行っていこうと考えています。

なお、お申込みはＵＲＬ（https://readyfor.jp/projects/66624）をご参照ください。

以  上


